
森林計画学会 2017 年度総会報告 

 
日時：2018 年 3 月 29 日(木) AM10:00~12:00 
場所：高知大学（共通教育 1 号館 142 会議室） 
 
2017 年度事業報告 

 齋藤事務局長から以下の通り報告があり、了承された。 

1. 日韓台共同シンポジウム（2017 SFEM Symposium）を暖帯・亜熱帯森林センター（韓国済州島）にて

共催した（8月 29 日～9月 1日）。 
2. 森林計画学会夏季セミナー・秋季発表会を京都府立大学にて開催した（9月 25、26 日）。 
3. 学会誌（50 巻 1 号、2号、51 巻 1 号、英文誌 Vol22No.1）を発行した。 
4. 学会ニュースを発行した（2017 年度 1号～20 号）。 
5. 日本農学会に参加し、役員として評議員：白石則彦氏、運営委員：龍原哲氏が参画した。 
6. JABEE（日本技術者教育認定機構）に運営委員として白石則彦氏が参画した。 
7. 森林・木材・環境アカデミーに参加した。 
8. 2018 年森林計画学会賞の選考を行った。 

(ア) 【森林計画学賞】 
(イ) 受 賞 者：松村 直人（三重大学大学院生物資源学研究科） 
(ウ) 受賞業績：GIS と地域の森林管理 
(エ) 業績： 

・ 「スマート林業を実現する新たな森林管理システム e-forest の設計」三重大学大学院生物

資源学研究科紀要、41:35~42、松村直人・野々田稔郎(2015/03) 
・ 「森林 GIS」担当 森林リモートセンシング 第 4 版基礎から応用まで 日本林業調査会

(2014/4/10) 
・ 「GIS と地域の森林管理」編著 林業改良普及双書 全国林業改良普及協会(2007/3/15) 

(オ) 【黒岩菊郎記念研究奨励賞】 
(カ) 該当なし 

 
(キ) 【南雲秀次郎記念学生奨励賞】 
(ク) 該当なし 

 
9. 関連する研究集会・シンポジウムを共催した。 

(ア) 森林計画学会・森林利用学会若手合同セミナーin 宮崎を開催した（10 月 17 日〜19 日）。 
(イ) 国際シンポジウム FORMATH FUKUOKA 2018 を開催した（3 月 16 日〜17 日）。 

10. 関連する研究集会・シンポジウムを後援した。 
(ア) 森林 GIS フォーラム技術セミナー（6 月 21、22 日）。次回は京大和歌山演習林で開催予定。 
(イ) 森林 GIS フォーラム 平成 29 年度 地域シンポジウム in  つくば（11 月 28 日）。次回は秋に

北海道で開催予定。 
(ウ) 森林 GIS フォーラム  平成 29 年度 東京シンポジウム（1 月 5 日）。次回は 1 月末予定 
(エ) 平成 29 年度国際セミナー『REDD プラス展開の鍵は何か？－現場活動から見えてきた、REDD

プラスの実践手法－」（2 月 7 日） 
(オ) レーザセンシングによるＩＣＴスマート精密林業 in 東京（2 月 27 日） 

11. 理事会の開催 

(ア)常任理事会を２回、また、必要に応じて地区理事を含めたメールによる審議を行い、本会の運

営に関わる重要事項を審議した。 

12. 春季シンポジウムおよび総会を鹿児島大学において開催した（3月 29 日）。 

13. 出版局より泉会員の「森と水から見る地域活性化入門」を発行した。 

 
2017 年度会計決算報告 

 西園会計担当理事より別表の通り報告があり、了承された。 

 

2017 年度会計監査報告 

 立花監事より立花・興梠両監事による会計監査の結果、学会の会計には問題がない旨の報告があり、

了承された。事業に対しては、「雑誌の出版を適切に行う」・「開催したイベントについて投稿を促す」・



「若手会員に論文を書くように指導する」などの意見が出された。 
 
2018 年度事業計画案 

 齋藤事務局長より以下の通り計画案が示され，了承された。 

1. 春季シンポジウムおよび総会を高知大学において開催する（3月 29 日）。 

2. 森林計画学会セミナー及び研究発表会を開催する。 

3. 台湾・韓国との国際共同シンポジウム（SFEM2018）として、台湾にて開催する（8月 28－31 日）。 

4. 学会誌（和文誌 51 巻 2 号、52 巻 1号、2号、英文誌 Vol.22No.2、Vol.23No.1、No.2、Vol.24No.1、

No.2）を発行する。 

5. 学会ニュースを発行する。 

6. 学会ホームページを管理運営する。 

7. 2019 年森林計画学会賞を選考する。 

8. 日本農学会に参画する。 

9. JABEE（日本技術者教育認定機構）に対応する。 

10. 森林・木材・環境アカデミーに対応する。 

11. 関連する研究集会・シンポジウムなどを支援する。 

 
2018 年度会計予算案 

 西園会計担当理事から予算案が示された。繰越金の記載に不備があることが指摘され、該当箇所を修

正することを条件に了承された。修正された予算案は別表の通りである。 
 
各委員会報告 

 出版局（松英恵吾）、企画運営委員会(平田理事)、和文誌編集委員会(村上理事)、英文誌編集委員会(龍
原理事)、 表彰委員会(加藤理事)、広報委員会(広嶋理事) より活動状況を報告があった。 
 
 
 
 
 


